




























































phenylboronic acid: DPA 
4-[4,5-di(2-pyridyl)-1H-imidazol-2-yl] 
phenylboronic acid: DPPA 
[結果・考察] 
（第 1 章）  プロエンハンサー型化学発光基質を用いるリパーゼ活性測定法の開発 
増強剤として汎用されている p-ヨードフェノール（p-IP）と比較して、強い増強効果を有
する HDI を用いてプロエンハンサー型基質の開発を行い、その性能を評価した。対象酵
素としてリパーゼ（E.C. 3.1.1.3）を選択し、これに対応する基質として HDI のラウリン酸エス
テル（HDI-laurate）を調製した。HDI による化学発光増強効果はフェノール性水酸基部分
を必要とするため HDI-laurate はルミノール－H2O2－HRP 化学発光の増強作用を示さな
いが、リパーゼにより遊離した HDI は発光を増強し、この増加量はリパーゼ活性に比例す





























+ N2 +  hν 
（Proenhancer substrate） HDI-laurate 












Enhanced the CL 
Enhanced chemiluminescence 
(CL) reaction by HDI Enzyme reaction by lipase 









（第 3 章）  ルミノール誘導体 L-012 を用いる HRP 及び H2O2 の高感度増強化学発
光定量法の開発に関する検討 
従来のルミノールを用いる増強化学発光よりもさらに高感度に HRP 及び H2O2 を検
出するための分析法の開発を試みた。発光試薬として、HRP 及び H2O2 存在下、ルミノー
ルと比較して約 10 倍高い発光強度を与えることが知られている L-012 を選択した。L-012 
と 4 種類の増強剤（HDI、HPI、DPA 及び DPPA）を用い、HRP 及び H2O2 の高感度検出 
に最適な増強剤及び反応条件を探索した。その結果増強剤として HPI を用いることで、従




















Scheme 2: Reaction scheme of the immunocapture-CL method 
Fig. 2: Structure of 8-amino-5-chloro-7-phenylpyrid[3,4-d] pyridazine-1,4-(2H, 3H) dion (L-012). 
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